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里
親
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族
と

暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
を
一
般
の
家
庭
で
預

か
り
、
社
会
の
み
ん
な
で
育
て
て
い
く
「
子
ど

も
の
た
め
」
の
制
度
で
す
。

　
１０
月
は
「
里
親
月
間
」
で
す
。
里
親
の
こ
と
、

少
し
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
子
育
て
支
援
課
　

２
６
︱
２
１
１
１

（
内
線
２
６
８
）

　
全
国
に
は
、
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
す
子
ど
も

が
約
４
万
５
千
人
、
県
内
に
は
約
５
０
０
人
、

東
濃
地
域
に
は
約
８０
人
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族
と
暮
ら
せ
な
い
子

ど
も
た
ち
は
、
児
童
養
護
施
設
な
ど
で
過
ご
す

こ
と
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
保
護

者
に
代
わ
っ
て
子
ど
も
を
育
て
る
「
里
親
」
が

い
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
家
庭
の
温
か
さ
を
感

じ
な
が
ら
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
３
月
末
時
点
で
、
県
内
で
里
親
家
庭
で
暮
ら

す
子
ど
も
は
４８
人
（
東
濃
地
域
で
９
人
）。
家

族
と
離
れ
て
暮
ら
す
子
ど
も
が
５
０
０
人
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
里
親
の
数
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

待
っ
て
い
る
子
が
い
ま
す

知
っ
て
ほ
し
い
、
里
親
の
こ
と

問



4広報えな 2021年10月5 広報えな2021年10月

里
親
家
庭
で
「
家
族
」
を
知
る

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族
と
離
れ
て
暮

ら
す
子
ど
も
は
、
児
童
養
護
施
設
や
里
親

家
庭
な
ど
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
ど
ち
ら
に
も
良
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
里

親
家
庭
の
安
定
し
た
関
わ
り
と
環
境
の
中

で
育
つ
こ
と
は
、
そ
の
子
た
ち
が
自
分
の

家
庭
を
持
っ
た
と
き
の
、
家
庭
の
モ
デ
ル

の
一
つ
に
も
な
る
と
感
じ
ま
す
。

　
里
親
さ
ん
と
話
し
て
い
る
と
、
気
負
っ

た
り
戸
惑
っ
た
り
悩
ん
だ
り
し
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
関
係
を
築
い
て
い
く
様
子
が
分

か
り
ま
す
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
手
記
に
も

そ
れ
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　
里
親
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
り
、
子
ど

も
を
受
け
入
れ
る
期
間
も
、
大
人
に
な
る
ま

で
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
　

里
親
の
「
形
」
い
ろ
い
ろ

ショート里親

施設に入所している子
どもを、週末や夏休み
など、一時的に家庭に
迎えます。

事情があって家族と暮らすことができない
18 歳未満の子どもを、一定期間、自分の
家庭に受け入れます。

養子縁組里親

養子縁組を結ぶことを
前提に、里親として一
緒に生活します。養子
縁組が成立すると、同
じ戸籍に入ります。

１ 

相
談

　
　
県
東
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
か
、
子

　
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
く
だ
さ

　
い
。
里
親
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し

　
ま
す
。相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

里
親
に
な
る
ま
で
の
流
れ

養育里親

５ 

里
親
と
し
て
委
託

　
　
里
親
の
家
庭
状
況
、
子
ど
も
や
保
護
者

　
の
希
望
な
ど
を
考
慮
し
、
子
ど
も
相
談
セ

　
ン
タ
ー
が
子
ど
も
を
委
託
し
ま
す
。

　
　
子
ど
も
と
の
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。

２ 

研
修
と
家
庭
訪
問

　
　
里
親
制
度
や
子
ど
も
の
権
利
擁
護
に
つ

　
い
て
学
び
ま
す
。
児
童
養
護
施
設
な
ど
を

　
訪
れ
て
実
習
も
行
い
ま
す
。

　
　
そ
の
後
、
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
職
員

　
な
ど
が
家
庭
環
境
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

３ 

登
録
と
認
定

　
　
県
の
審
査
を
経
て
、
県
知
事
が
里
親
と

　
し
て
認
定
し
ま
す
。

４ 

子
ど
も
と
の
出
会
い

　
　
子
ど
も
の
紹
介
を
受
け
て
面
会
し
、
外

　
泊
し
た
り
一
緒
に
外
出
し
た
り
し
て
交
流

　
し
ま
す
。

　
１１
月
に
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
説
明
会

「
里
親
を
知
ろ
う
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま

ず
は
、
説
明
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
と
き
　
１１
月
１４
日
㈰

■
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　
▽
午
前
１０
時
～
正
午
＝
制
度
説
明

里
親
の
体
験
談
　
▽
午
後
１
時
～
３
時
＝
個

別
相
談
会

■
申
込
期
限
　
１１
月
１１
日
㈭

　
・
　
　
県
東
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

０
５
７
２
︱
２
３
︱
１
１
１
１
（
内
線
４

０
３
）

ま
ず
は
、

説
明
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

東濃子ども相談センター　松井美雪
さん（児童福祉司）

子ども家庭支援センター麦の穂
平井公子さん（市町村連携コー
ディネーター）

　
里
親
に
は
、
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
心
も
体
も
健
康
で
経
済
的
に
困
っ
て

い
な
い
方
、
そ
し
て
子
ど
も
に
愛
情
と
誠
意

を
持
っ
て
育
て
ら
れ
る
方
で
あ
れ
ば
、
里
親

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
県
東
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
の
松
井
美

雪
さ
ん
が
、
よ
く
聞
か
れ
る
疑
問
に
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。
　

　私たち夫婦が里子と一緒に暮らし始めて、７年が
経ちます。楽しいこともつらいこともありましたが
あっという間だったなと感じています。
　里子がうちに来たころ「魔の２歳児だね、大変だ
よ」と子育て中の友人に言われて、私は「３歳にな
れば変わるんだ、楽になるんだ」と思っていました。
　ふたを開けてみればそんな甘いものではなく、３
歳には３歳の、５歳には５歳の大変さがあり、大変
なことが変わるだけだと分かりました。
　里子は未満児から保育園に通っていて、私が迎え
に行くと走って抱き付いてくるのが習慣だったのに
年少の途中から「恥ずかしいから」と抱き付いてこ
なくなりました。また、私が手を出せばつないでく

れることが当たり前だったのに、小１の秋ごろ、「や
めて」と払いのけられました。「子どもはこうやっ
て親離れしていくんだ」と思うと同時に、寂しさを
感じました。
　それまでよく仕事のストレスを引きずっていまし
たが、里子が我が家に来てから一変しました。仕事
を終えて帰宅し、里子の相手をしながら家のことを
済ませて…という生活パターン。仕事のストレスを
気にする暇もなく日常が過ぎていくようになりまし
た。また、里子を通して保育園・学校関係・地域の
人など、さまざまな人と関わるようになりました。
　これから里子が成長して、さまざまな人と関わる
ことになると思います。私の生活も変わっていくこ
とになると思いますが、今からどきどきワクワクし
ています。

生活の変化にワクワク（養子縁組里親Ａさん）

　「かーちゃんは雑なんやて」これは、我が家に来
て４年目になる小学生の里子からよく言われるセリ
フ。的を得てい過ぎて笑えます。
　里子が我が家に来たころの私は「愛情深く気持ち
に寄り添ってあげよう」「明るい家庭で活発な子に
育てよう」など、たくさんのスローガンを掲げ、何
かを埋めようと必死でした。里子の将来のためとい
う名目のもと、日常は、こうしなければいけない、
もっとこうなりたいの連続。余計な緊張がたくさん
あったと思います。
　振り返れば、委託されて間もないころ、里子は不
登校になりました。家で私に当たるしかない里子と
追い詰められていく私。より良い向き合い方より、
一番自分がしたくない、里子と距離を置くことが救
いになるという事実。いろんな現実を体験しました

そこから少しずつ少しずつ立ち直っていく過程で、
主人や、本当にたくさんの皆さんの愛ある思いと支
援をいただきました。つらい時に具体的な助けを差
し伸べてくださることは、本当にありがたかったで
す。愛着について学ぶ機会に結び付いたことも大き
かったと思います。
　前の私は、一体何者になろうとしていたのでしょ
う？　たぶん一生懸命だったのだと思います。今の
私は、ありのままでいられると楽で、里子との関係
性も楽しく、とらわれたりありのままでいられない
と楽しくなくなることに気付き、正しいより楽しい
を心掛けています。
　一緒に食べること、一緒に寝ること、一緒にテレ
ビを見ることを大切に感じている里子は、分かち合
う喜びを知っていて深いなーって思います。何気な
い日常の中の幸せを教えてくれてありがとう。支え
てくださっている皆さんに感謝です。

　
里
親
は
、
研
修
や
面
会
を
経
て
か
ら
実
際

の
生
活
に
入
り
ま
す
。

Ｑ
．
子
ど
も
を
育
て
る
に
は
、
お
金
も
か

　
　
か
る
と
思
い
ま
す
が
…
。

Ａ
．
必
要
な
経
費
は
県
か
ら
支
給
さ
れ
ま

　
　
す
。
養
育
里
親
の
一
例
で
は
、
里
親

　
　
手
当
（
９
万
円
／
月
）、
生
活
費
（
約

　
　
５
万
２
千
円
／
月
）、
の
他
、
医
療

　
　
費
や
教
育
費
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
．
子
ど
も
の
養
育
に
支
障
の
な
い
範
囲

　
　
で
あ
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
保
育

　
　
所
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
も
利

　
　
用
で
き
ま
す
よ
。

Ｑ
．
共
働
き
で
も
い
い
で
す
か
？

Ａ
．
大
丈
夫
で
す
。
た
だ
、
そ
の
場
合
は

　
　
実
子
の
意
思
も
大
切
に
し
て
く
だ
さ

　
　
い
ね
。

Ｑ
．
自
分
の
子
ど
も
が
い
て
も
里
親
に
な

　
　
れ
ま
す
か
？

Ａ
．
大
丈
夫
で
す
。
研
修
が
あ
り
ま
す
し

　
　
訪
問
や
電
話
相
談
な
ど
で
も
サ
ポ
ー

　
　
ト
し
ま
す
。
里
親
同
士
で
悩
み
事
や

　
　
情
報
交
換
な
ど
が
で
き
る
「
里
親
サ

　
　
ロ
ン
」
も
あ
り
ま
す
よ
。

Ｑ
．
子
育
て
の
経
験
が
な
く
て
も
、
里
親

　
　
に
な
れ
ま
す
か
？

相談窓口

東濃西部総合庁舎内
県東濃子ども相談センター

（多治見市）
0572–23-1111（内線403）

支援機関
子ども家庭支援センター麦の穂

（中津川市）
0573-68-6858

Ｑ
＆
Ａ

も
っ
と
教
え
て
里
親
の
こ
と

（施設のボランティア）

里
親
家
庭
で
過
ご
す
意
味

問

申

　
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
平
井
さ

ん
に
、
里
親
の
大
切
さ
を
聞
き
ま
し
た
。

子
ど
も
の
発
達
に
は
愛
情
が
必
要

　
子
ど
も
期
は
、
成
長
、
発
達
に
と
っ
て

大
切
な
時
期
で
す
。
温
か
い
愛
情
と
、
里

親
制
度
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
持
っ
た

里
親
家
庭
で
の
生
活
は
、
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
成
長
す
る
大
き
な
助
け
と
な
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
、
少
し
ず
つ
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

里親体験記

（一部略）。

日常の幸せを教えてくれる（養育里親Ｂさん）

、

、

  親元に
戻るまで

  里親の
休息の間

子どもの
緊急保護

里親期間は、子どもの事情
によってさまざまです

自立する
までの間

里親のこと、いつでも相談ください

ちょっと関心がある方へ

短期


